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Ｑ
１
．
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

何
で
す
か

Ａ
１
．
小
学
生
の
頃
、
農
作
業
に
憧
れ
を

持
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
大
き
な
ト

ラ
ク
タ
ー
で
作
業
を
進
め
る
農
家
さ
ん
の
姿

が
と
て
も
素
敵
に
見
え
ま
し
た
。
高
学
年
の

頃
に
は
庭
の
隅
で
家
庭
菜
園
を
始
め
、
キ
ュ

ウ
リ
や
ダ
イ
コ
ン
を
育
て
な
が
ら
作
物
を
作

る
楽
し
さ
に
触
れ
ま
し
た
。

Ｑ
２
．
営
農
技
術
は
ど
の
よ
う
に
し

て
学
ば
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
２
．
県
立
山
川
高
等
学
校
の
園
芸
工

学
・
農
業
経
済
科
に
進
学
後
、
タ
キ
イ
研
究

農
場
付
属
園
芸
専
門
学
校
で
２
年
間
農
業

技
術
を
学
び
ま
し
た
。
卒
業
後
は
農
業
を
営

む
父
の
親
戚
を
は
じ
め
、
地
域
の
先
輩
農
家

や
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員
か
ら
教
わ
っ
て
い
ま
す
。

顔
見
知
り
の
方
が
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
る
こ

と
も
多
い
の
で
、
日
々
様
々
な
事
を
吸
収
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
３
．
農
家
に
な
っ
て
良
か
っ
た
こ

と
は
何
で
す
か
。

Ａ
３
．
自
分
の
努
力
が
目
に
見
え
て
形
に

な
る
こ
と
で
す
。
毎
年
の
よ
う
に
生
育
状
況

が
変
わ
り
、
悪
天
候
で
も
休
め
な
い
な
ど
苦

労
は
多
い
で
す
が
、
無
事
に
育
っ
た
農
作
物

を
収
穫
す
る
時
は
充
実
感
が
あ
り
ま
す
し
、

思
っ
て
い
た
以
上
に
収
穫
で
き
た
時
は
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、
計
画
的
に
作
業
を

す
れ
ば
休
み
が
取
れ
、
収
入
が
多
く
な
れ
ば

良
い
も
の
を
買
え
る
な
ど
、
頑
張
り
が
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
直
結
す
る
の
も
農
業
の
良
い

所
だ
と
感
じ
ま
す
。
他
に
も
、
様
々
な
年
代

の
農
家
さ
ん
と
繋
が
る
の
で
、
周
囲
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

Ｑ
４
．
家
族
経
営
で
す
が
日
々
ど
の

よ
う
に
作
業
さ
れ
てい
ま
す
か

Ａ
４
．
基
本
的
な
作
業
は
自
分
一
人
で
す
。

収
穫
な
ど
の
繁
忙
期
は
姉
や
両
親
、
親
戚
が

手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
両
親
は
会
社
員
で
す

が
、
休
み
の
日
は
積
極
的
に
畑
を
訪
れ
て
く

れ
ま
す
。
最
近
は
甥
の
（
西
野
）
徠ら
い

輝き

君
が

農
業
に
興
味
を
持
ち
、
手
伝
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
小
学
生
な
の
で
出
来
る
こ
と
は
限

ら
れ
ま
す
が
、
色
々
な
事
を
教
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
５
．
今
後
の
抱
負
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
５
．
家
族
経
営
な
の
で
大
掛
か
り
な
取

り
組
み
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
機
械
も
父
の
親

戚
か
ら
借
り
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
面
積
拡

大
や
栽
培
品
目
の
見
直
し
で
収
入
ア
ッ
プ
を

目
指
し
た
い
で
す
。
ま
た
甥
が
「
将
来
兄

ち
ゃ
ん
み
た
い
な
農
家
に
な
る
」
と
言
っ
て

く
れ
る
の
で
、
10
年
後
に
甥
と
一
緒
に
農
業

が
で
き
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
環
境
を
整
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

作業中には甥の徠輝君（左）に栽培ノウハウを教えます

指宿市山川

永田 昌大さん

（31歳）

プロフィール― ―――――――
2011年に就農。両親や親戚と
協力しながら農業を営む。契約
栽培が主で、レタスやキャベツ
など葉物野菜を2.7ヘクタール
栽培するほか、春・秋カボチャ
を1.3ヘクタール、トンネルオク
ラを15アール栽培。

農
家
に
訊
く
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青年団体が作ったリーフ茶も贈呈しました

九
州
市
頴
娃
町
の
農
業
青

年
団
体
Ｋ
Ｅ
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
は
９
月
27
日
、
同
町
内
の
保
育
園

な
ど
計
９
ヵ
所
に
、
花
苗
と
同
団
体

が
製
造
し
た
茶
葉
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
メ
ン
バ
ー
９
人
が
手

分
け
し
て
施
設
を
訪
問
。
え
い
保
育

園
で
は
、
花
苗
を
園
児
と
一
緒
に
プ

ラ
ン
タ
ー
へ
植
え
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

Ｋ
Ｅ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
は
長
年
に
わ

た
り
、
地
区
内
の
園
児
へ
毎
年
花
苗

の
贈
呈
と
植
え
付
け
体
験
を
行
っ
て

い
ま
す
。
高
吉
大
輔
Ｋ
Ｅ
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
会
長
は
「
今
年
は
園
児
と
一

緒
に
植
え
る
こ
と

が
出
来
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
対
外
的
な

活
動
は
難
し
い
が
、

少
し
で
も
出
来
る

こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。」
と

話
し
ま
し
た
。

Ａ
い
ぶ
す
き
青
年
部
は

10
月
11
日
、
鹿
児
島

県
農
協
青
壮
年
組
織
協
議
会
が

開
い
た
第
35
回
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県

青
年
大
会
に
参
加
し
、
組
織
活

動
実
績
発
表
コ
ン
ク
ー
ル
の
部

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
青
年
部
え
い
支
部
の
福
吉

和
智
さ
ん
が
、
中
学
校
と
連
携

し
た
壁
画
づ
く
り
や
地
域
児
童

へ
の
食
農
教
育
な
ど
、
農
業
振

興
に
取
り
組
ん
だ
成
果
を
発
表
。

県
内
３
青
年
部
の
中
で
特
に
優

れ
た
活
動
を
行
っ
た
と
評
価
さ

れ
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

県
青
年
大
会
で
は
２
０
２
１

年
度
、
県
内
12
Ｊ
Ａ
の
青
年
部

が
集
ま
り
、
組
織
活
動
実
績
発

表
コ
ン
ク
ー
ル
や
手
作
り
看
板

コ
ン
ク
ー
ル
、
１
分
間
動
画
コ

ン
ク
ー
ル
、
青
年
の
主
張
の
４

部
門
に
分
か
れ
て
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
青

年
部
は
今
後
、
九
州
・
沖
縄
の

各
県
か
ら
推
薦
さ
れ
た
青
年
部

が
集
ま
る
Ｊ
Ａ
九
州
沖
縄
地
区

青
年
大
会
に
出
場
し
、
組
織
活

動
の
実
績
発
表
を
行
う
予
定
で

す
。

南

Ｊ

南九州市の農業青年団体が
園児に花苗を贈る

えい保育園では園児と一緒に花を植えました

その他保育園でも、植え方を紹介しました

発表した福吉さん（左から 8番目）と、大会に参加した青年部員ら

ＪＡ青年部が県大会で
最優秀賞を受賞

表彰状を受け取る福吉さん（左）
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喜
入
地
区
で
普
通
期
米
の

刈
り
取
り
続
く

入
地
区
で
９
月
27
日
か
ら
、
２
０
２

１
年
度
産
普
通
期
米
の
稲
刈
り
が
続

き
ま
し
た
。
鹿
児
島
市
喜
入
町
で
栽
培
す
る

栗
脇
辰
巳
さ
ん
（
86
）
の
水
田
で
は
、
Ｊ
Ａ

職
員
が
コ
ン
バ
イ
ン
を
使
い
、
約
15
ア
ー
ル

に
実
っ
た
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
を
刈
り
取
り
ま

し
た
。
栗
脇
さ
ん
は
「
若
干
の
長
雨
は
あ
っ

た
が
、
安
定
し
た
天
候
で
稲
の
倒
れ
が
無

か
っ
た
。
病
害
も
無
く
美
味
し
い
米
が
育
っ

て
い
る
と
思
う
の
で
、
自
分
の
家
で
新
米
を

味
わ
い
た
い
。」
と
出
来
栄
え
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。

喜

サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
に
向
け

児
童
が
農
業
を
学
ぶ

Ａ
と
株
式
会
社
高
富
物
産
は
10
月
１

日
開
聞
小
学
校
で
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル

を
開
き
ま
し
た
。
同
小
学
校
の
３
年
生
の
児

童
25
人
は
、
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員
か
ら
指
宿

市
の
特
産
物
や
農
家
の
仕
事
内
容
、
農
機
具

の
使
い
方
な
ど
を
教
わ
っ
た
ほ
か
、
高
富
物

産
か
ら
、
小
学
校
前
に
植
え
ら
れ
た
サ
ツ
マ

イ
モ
の
生
育
状
況
や
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫

か
ら
選
別
・
箱
詰
め
ま
で
の
工
程
を
教
わ
り
、

農
業
と
物
流
の
仕
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

　

同
校
３
年
生
児
童
は
10
月
下
旬
、
５
月
28

日
に
学
校
前
の
畑
へ
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を

収
穫
す
る
予
定
で
す
。

Ｊ

野
菜
パ
パ
イ
ア
の

収
穫
続
く

宿
市
内
で
９
月
か
ら
、
野
菜
パ
パ

イ
ア
の
収
穫
が
続
い
て
い
ま
す
。

同
市
の
南
時と
き

常ひ
さ

さ
ん
（
81
）
の
畑
で
は
９
月

中
旬
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
、
１
日
に
約
１
０

０
玉
以
上
の
野
菜
パ
パ
イ
ア
を
出
荷
し
て
い

ま
す
。
南
さ
ん
は
「
長
雨
の
影
響
で
倒
れ
た

木
も
あ
る
が
、
収
穫
は
順
調
だ
。
高
品
質
な

野
菜
パ
パ
イ
ア
を
ど
ん
ど
ん
出
荷
し
、
指
宿

が
産
地
で
あ
る
こ
と
を
消
費
者
に
広
め
た

い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
５
年
前
か
ら
、
生
産
者
と
協
力

し
て
野
菜
パ
パ
イ
ア
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
は
11
月
末
ま
で
に
約
20
ト
ン

を
出
荷
す
る
予
定
で
す
。

指

米を刈り取るＪＡ職員

JA指導員の授業を受ける児童

野菜パパイアを収穫する南さん
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Ｊ
Ａ
が
東
川
さ
ん
の

受
賞
を
祝
う

Ａ
は
９
月
22
日
、
指
宿
中
央
家
畜
市
場
で

開
い
た
子
牛
せ
り
市
で
、
東
川
勝
広
さ
ん

へ
の
目
録
贈
呈
と
、
受
賞
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
披
露
式
を

行
い
ま
し
た
。
東
川
さ
ん
は
９
月
４
日
、
福
岡
県
の

Ｊ
Ａ
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
㈱
で
開
催
さ
れ
た
第
45
回

九
州
管
内
系
統
和
牛
枝
肉
共
励
会
に
出
品
し
、
Ｊ
Ａ

い
ぶ
す
き
管
内
で
は
12
年
ぶ
り
と
な
る
個
人
賞
最
高

賞
の
金
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
特
別
賞
の
農
林
水
産

大
臣
賞
な
ど
も
受
賞
し
ま
し
た
。

　

東
川
さ
ん
は
受
賞
に
あ
た
り
「
家
族
や
周
り
の
協

力
が
あ
っ
て
受
賞
で
き
た
と
思
う
。
金
賞
受
賞
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
前
向
き
に
捉
え
、
さ
ら
に
良
い
牛
づ

く
り
に
努
め
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ

畜
魂
祭
で
生
産
者
が

家
畜
に
感
謝

Ａ
は
10
月
14
日
、
指
宿
中
央
家
畜
市
場

で
、
２
０
２
１
年
度
畜
魂
祭
を
開
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
昨
年
度
に
引
き
継
ぎ
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
と
し
て
小
規
模
で
開
催

し
、
畜
産
関
係
の
部
会
長
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
が
家
畜

に
対
す
る
日
頃
の
感
謝
と
鎮
魂
の
意
を
込
め
、
神

事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

畜
魂
祭
終
了
後
は
、
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
鹿
児
島
大
会
（
全
共
）
の
指
宿
地
区
推
進
委

員
会
を
開
き
、
肉
用
牛
部
会
員
や
市
職
員
、
家
畜

保
健
衛
生
所
な
ど
が
、
指
宿
地
区
か
ら
の
出
品
牛

確
保
に
向
け
た
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

Ｊ

今
後
の
摘
採
へ
向
け

生
産
者
が
検
討
会
開
く

業
青
年
団
体
Ｋ
Ｅ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
は
９
月

27
日
、
同
市
内
で
秋
整
枝
検
討
会
を
開
き

ま
し
た
。
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
メ
ン
バ
ー
と
技
連
茶
業

部
会
15
人
が
茶
園
の
様
子
を
見
回
り
、
10
月
初
旬

か
ら
行
う
秋
冬
番
茶
や
次
年
度
の
一
番
茶
の
摘
採

へ
向
け
、
摘
採
位
置
や
今
後
の
管
理
方
法
な
ど
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

高
吉
大
輔
Ｋ
Ｅ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
会
長
は
「
そ
の

年
の
天
候
や
気
温
で
も
摘
採
の
位
置
は
大
き
く
変

わ
っ
て
く
る
。
し
っ
か
り
見
極
め
て
、
い
い
茶
葉

を
摘
み
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

農

今後の管理方法を話し合う参加者ら

福吉組合長（右）から目録を受け取る東川さん

畜魂碑の前で祈念するＪＡいぶすき
肉用牛部会協議会の東川勝広会長
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ＪＡ女性部
JA WOMEN'S CLUB

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
地
区
役
員
と
Ｊ
Ａ
役

職
員
が
、10
月
12
日
に
語
る
会
を
開
き

ま
し
た
。管
内
５
地
区
の
女
性
部
三
役

が
、部
員
減
少
な
ど
女
性
部
が
抱
え
る

課
題
を
Ｊ
Ａ
役
職
員
へ
伝
え
た
ほ
か
、今

後
の
活
動
に
対
す
る
話
し
合
い
を
行
い

ま
し
た
。

女
性
大
学

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

女
性
部
と
Ｊ
Ａ
役
職
員

が
話
し
合
う

 
Ｊ
Ａ
指
宿
地
区
女
性
部
は
９
月
16
日
、

同
地
区
Ｏ
Ｇ
約
１
１
０
人
に
、家
の
光
で

紹
介
さ
れ
た
簡
単
に
被
れ
る
頭
巾「
さ
っ

と
カ
ブ
リ
ー
ナ
」と
、お
菓
子
の
詰
め
合

わ
せ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

頭
巾
は
女
性
部

役
員
が
製
作
し

た
も
の
で
、各
地

区
の
女
性
部
班

長
か
ら
Ｏ
Ｇ
に

配
ら
れ
ま
し
た
。

感
謝
を
込
め
て

部
員
Ｏ
Ｇ
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
10
月
７
日
、女
性
大
学
で
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
を
開
き
ま
し
た
。指

宿
市
内
の
花
屋
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

女
性
部
員
21
人
が
バ
ラ
や
ガ
ー
ベ
ラ
な
ど

を
使
っ
て
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
し
た
。

指宿地区

▲オリジナルのフラワーアレンジメントが出絗ました

活け方も人それぞれ

▲
▲花のセレクトは自分で考えます

女性部ＯGへ伺い、手づくりの頭巾を
手渡しました

JA MAGAZINE NANOHANA
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 緑の封筒が届いたら“まず”JA にご相談下さい！
・面倒な手続きをJAがお手伝いします。緑の封筒（年金請求書）は、日本年金機構か
ら年金受給開始年齢に達する3ヶ月前に送付されます。お気軽にご相談下さい。
・「年金友の会」では特典がたくさんあります。年金振込口座を当 JA へ指定頂くと、
自動的に「年金友の会」の会員となります（会費無料）。各種行事への参加や年金日
振込日に JA 窓口でのプレゼント、誕生月には漏れなく誕生祝いのメッセージカード
と粗品が届きます。

 年金なかよしキャンペーンを実施中！
　　（実施期間：令和3年 6月1日～令和3年12月30日）
・キャンペーン期間中に JA で年金をお受け取りになると、“紹介した方”に
もれなくJA 共通商品券1,500 円分をプレゼント！
・“紹介された方”にも素敵な商品をプレゼント！

 年金友の会会員拡大推進を実施！
　　（実施期間：令和3年11月1日～令和3年12月30日）
・職員の訪問推進時、粗品（マスク）を贈呈いたします。また、年金振込口座をＪＡに指定頂くと、
もれなく素敵な商品のプレゼントがあります。

 年金無料相談会の実施！
・開催日：令和3年12月17日（金）
・時　間：午前10 時～午後3時まで（※昼食12時～午後1時）
・場　所：喜入支所　2階会議室
・相談員：社会保険労務士　飯伏純也先生
※新型コロナウイルス感染防止のため、ご利用希望の方は事前にお電話下さい。
　（予約制）連絡先：喜入支所　099－345－1211

1

2

3

4

年金の受け取りは JAへ

※上記内容確認連絡先の℡は最寄の貯金窓口へ
　山 川 統 括 （0993）35－3412
　喜 入 支 所 （099）345－1211
　中 部 支 所 （0993）25－4211
　南 部 支 所 （0993）22－3636
　開聞中央支所 （0993）32－3131
　えい中央支所 （0993）36－1131
　青 戸 支 所 （0993）39－0111

1,500円
商 品 券

JA MAGAZINE NANOHANA
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宿市内は全国でも有数の
観葉植物生産地で、温暖な

気候と豊富に湧き出る天然温泉の
熱を活用し、年間を通して様々な
観葉植物が出荷されています。
　JAいぶすき観葉植物部会でも、
部会員の多くが温泉熱を利用した
栽培に取り組んでいます。重油ボ
イラーの使用に比べ空気の汚染や
温室効果ガスが発生せず、観葉植
物に対する加湿作業も減少するな
ど、環境・植物・生産者にやさしい
栽培を行っています。

私たちの地域とSDGs
～豊かで明るく暮らせる未来づくりの取り組みを紹介します～

指

観葉植物の栽培に温泉熱を利用

日本農業新聞
購読してみませんか？
日本農業新聞
購読してみませんか？
全国のJAから集まった最新の農業情報が見れる！
発刊は毎日！（新聞休刊日を除く）
その日の市況がすぐに分かる！

購読料：2,623円/月

11月2日から7日の5日間

JAいぶすき管内の特集

「ズームアップ」を実施予定！
この機会にぜひ

ご購読ください！

ハウス内にパイプを引き、温泉熱を導入しています

自然に湧き出る天然
温泉を活用していま

す

JA MAGAZINE NANOHANA
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オススメ農機紹介！
今回紹介するのは、株式会社やまびこのヘッジトリマー！

指宿市山川小川 577
農機具センター 0993-23-1016☎

受付時間　8：30～17：00

農機具セン
ターから

今回は、剪定作業が手軽にでき、切れ
味、低振動、高耐久にこだわった「やま
びこ ヘッジトリマー」のご紹介です。
このヘッジトリマーは、JAがおすすめ
するエンジンタイプで、生垣の裾刈な
どが楽に行えます。ほかにも用途に
よって、電動タイプと充電タイプの機種
もおすすめ出来ます。
また、高枝の剪定には、角度を自在に変
えられる機種が便利です。FNE6000は
畦の水際などの草刈り作業に対応して

おり、庭のお手入れや
農作業にかかせない
商品となっています。

一級整備士
新原　優二

HT6000W

FNE6000

葉受け板は脱着可能

角度が自在に変えら
れるので、スムーズ
な作業が行えます。

畦の水際など、
草刈り作業にも便利

回転式ハンドル採用の
両刃モデル

45°

45°

商品については最寄りの農機具センターにお問い合わせください。

せん

JA MAGAZINE NANOHANA
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　10月号で宣言した自転車通勤を始めました。
早くも１ヶ月経とうとしておりますが、さほど坂も
ない往復２キロがつらく、日頃の運動不足を実感
させています。継続して、軽々と往復できるように
なりたいです。

　「農家に訊く」で特集させていただいた、永田昌大さん
（右）と、甥の西野徠輝（らいき）君です。徠輝君は農家にな
る夢を叶えるため、自分のできる範囲で様々なお手伝いを
していました。農家になれるのは10年後。その時にまた、
取材が出来ればいいなと思います。

表紙
の
写真

お
く
や
み（
敬
称
略
）

（
令
和
３
年
９
月
１
日
〜
９
月
30
日
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
）。

お
問
い
合
せ
は・・・

ル
ミ
エ
ー
ル
喜
入
斎
場（
0
9
9
）3
4
3‒

5
0
7
7

ル
ミ
エ
ー
ル
指
宿
斎
場（
0
9
9
3
）2
4‒

5
3
3
2

ル
ミ
エ
ー
ル
山
川
斎
場（
0
9
9
3
）3
4‒

0
2
4
4

ル
ミ
エ
ー
ル
開
聞
斎
場（
0
9
9
3
）3
2‒

4
2
2
2

ル
ミ
エ
ー
ル
え
い
斎
場（
0
9
9
3
）3
6‒

1
2
3
4

IBUSUKI TOPIC

日
髙
　
禎
子

一
．鈴
虫
の
輪
唱
月
よ
り
来
る
ご
と
し

透
明
の
あ
い
ひ
び
き
て
は
離
る

柚
木
崎
　
イ
ツ
子

二
．遠
き
日
に
散
歩
の
孫
と
亡
き
犬
の

声
を
ひ
き
寄
す
今
日
の
夕
焼
け吉

田
　
知
佐
子

三
．還
暦
を
待
た
ず
に
長
姉
逝
き
し
秋

水
引
草
咲
き
て
命
日
近
し

吉
永
　
多
美
子

四
．尊
厳
の
命
し
ず
か
に
蟷
螂
が

月
を
指
し
つ
つ
軒
先
向
か
う

片
野
田
　
健
一

五
．ダ
ン
ボ
ー
ル
に
寄
せ
る
構
想
孫
の
手
に

象
ら
れ
つ
つ
わ
が
椅
子
に
な
る片

野
田
　
道
子

六
．二
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
終
え
て
秋
空
へ

わ
が
行
動
の
域
が
広
が
る

片
平
　
伸
次

七
．紫
は
高
貴
な
色
と
知
り
て
よ
り

桔
梗
・
竜
胆
植
え
て
愛
で
ら
む

川
口
　
節
子

八
．産
の
看
病
終
え
て
久
し
き
家
路
へ
と

は
や
秋
風
が
彼
岸
花
揺
ら
す

竹
下
　
玲
子

九
．語
ら
い
し
友
を
見
送
る
山
の
端
に

傾
く
秋
の
入
り
日
は
早
し

西
牟
田
　
多
美
子

十
．調
理
す
る
窓
の
向
こ
う
に
膳
を
待
つ

人
に
な
り
す
ま
す
ご
と
き
野
良
猫荻

原
　
和
代

十
一
．塗
り
絵
す
る
は
ず
の
亡
夫
を
繋
ぎ
つ
つ

葉
書
に
咲
か
す
赤
曼
珠
沙
華

い
ぶ
す
き
短
歌
会

令和３年10月歌会詠草

令
和
３
年
10
月
５
日
、第
９
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

次
の
通
り
協
議
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
だ
よ
り

感
動
の
人
柄
葬
を
真
心
こ
め
て

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

●
協
議
内
容

・
令
和
３
年
度
８
月
末
貸
出
金
等
資
産
査
定
結
果
に
つ

い
て

・
令
和
３
年
度
上
半
期
資
産
査
定
に
お
け
る
大
口
先
の
債

務
者
区
分
判
定
に
つ
い
て

・
令
和
３
年
度
上
半
期
全
資
産
査
定
結
果
に
つ
い
て

・
令
和
３
年
度
上
半
期
実
績
及
び
年
度
末
見
込
み
に
つ

い
て

・
令
和
３
年
度
　
地
域
に
お
け
る
肉
用
牛
生
産
基
盤
強
化

等
対
策
事
業
に
よ
る
固
定
資
産
取
得
に
つ
い
て

・
肉
用
牛
肥
育
経
営
継
承
円
滑
化
事
業
の
更
新
に
つ
い
て

・
旧
池
田
支
所
石
倉
倉
庫
売
却
に
か
か
る
広
告
に
つ
い
て

・
貸
出
金
の
貸
出
決
定
に
つ
い
て

●
報
告
事
項

○
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ

い
て

○「
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
」令
和
３
年
度
運
用
状

況（
第
２
四
半
期
）に
つ
い
て

○
上
半
期
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
取
組
状
況
報

告
に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
上
半
期
出
資
金
増
口
運
動
の
実
績
報
告
に

つ
い
て

他

﹇
喜
入
﹈ 
浜
　
崎
　
恭
　
子（
79
）

﹇
山
川
﹈ 

板
　
木
　
靜
　
夫（
99
）

　
　
　 

橋
　
口
　
洋
　
子（
80
）

　
　
　 

濵
　
田
　
德
　
榮（
91
）

　
　
　 

前
　
田
　
嘉
　
壽（
97
）

　
　
　 

松
　
下
　
フ
ミ
エ（
104
）

﹇
開
聞
﹈ 

坂
　
元
　
末
　
夫（
91
）

　
　
　 

笹
　
原
　
ユ
リ
子（
87
）

　
　
　 

吉
　
留
　
ミ
ユ
キ（
90
）

﹇
え
い
﹈ 

大
　
迫
　
實
　
幸（
65
）

　
　
　 

下
　
窪
　
純
　
雄（
96
）

　
　
　 

髙
　
取
　
サ
チ
子（
86
）

　
　
　 

佃
　
　
　
富
士
子（
97
）
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登録はこちら登録はこちら
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倍5

組合員資格について ポイントの還元方法

本所・管理部：0993-35-3411　　喜入支所：099-345-1211　　中 部 支 所：0993-25-4211 
南 部 支 所：0993-22-3636　　山川統括：0993-35-3412　　開聞中央支所：0993-32-3131 
えい中央支所：0993-36-1131　　青戸支所：0993-39-0111  

正組合員
・10アール以上の畑で農産物を生産している方、もしくは年間90日
以上農業に従事されている方、または農業を営む法人

・農地またはお住まいがJAいぶすき管内
　（但し、法人の場合は一定の条件を満たす必要があります。）
准組合員
・JAいぶすき管内にお住まいで、当JAの各事業を継続してご利用
いただける方（地区外にお住まいの方でも、一定条件を満たすこ
とでご加入いただけます。）

例えば、出資金額20万円の組合員加入または増資で・・・
キャンペーン中
10,000Pに！

増資の場合　  0P／1,000円　➡　50P／1,000円
JAいぶすき公式キャラクター
「オクラスター」

JAいぶすき

JAいぶすき

お問い合わせは

　JAではお預かりした出資金を活用し、地域農業と
生産者を支える様々な事業を展開しております。

※組合員資格の詳細については、最寄りのJA窓口へお問い合わせください。

JADDOカード
組合員加入 増資または で、

期間中、JAいぶすきの組合員に  
新規加入すると、JAのポイントカード  

「JADDOカード」の加入ポイントが割り増し！
さらに、既に組合員の方でも増資でポイントが貰える！

増資時
0P が、なんと！加入時

2,000P

（ただし、譲渡による組合員加入・増資と出資予約貯金からの振替は対象外となります）

加入の場合　10P／1,000円　➡　50P／1,000円

令和3年

12月30日
実施中！

まで

キャンペーン
加 算 基 準

　Aコープ利用コースの場合
　レジ精算時に300ポイント以上のポイント残高で発券される
Aコープ利用券を使い、次回お買い物の際Aコープ各店舗で使用
（発券はカード発行時に登録した店舗以外では行えません。１度
に発券できる枚数は10枚までとなります。）

　選択利用コースの場合
１．JAの購買店舗で生活資材や肥料・農薬を購入の際に提示して
直接値引き

２．あっど！いぶすきみのり館のKIOSK端末で「ポイント利用券」を
発行し、店舗内での買い物に使用

３．JAの支所窓口（南部支所を除く）でポイントを「農協共通商品
券」に変え、JA関連店舗や山形屋、いわさきホテル各施設などの
提携店舗で使用

※適用には一定の条件がございます。

JAの事業利用でJADDOカードの付与ポイントが2倍に！（一部を除く）
JAの人間ドックを受診すれば5,000円（税込）の補助金がつく！
JA葬祭を利用する際、最大25%まで割引適用！

1
2
3

ＪＡ組合員の加入メリット！

キャンペーン
ポイント付与
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